
レ — ザ — FF 


FFA'502SS 

エフエフ エー エスエス 

FFA-604SS 

エフエフエー エスエス 

FFA'1002SS 


エフエフェー 


密閉式石油スト-ブ 
が曰本工業規格品 



説明書 


このたひは本品をお質いあげいただきましてまことにありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書 J 及び別冊の「工事説明書 J をよく読んで、 
正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の r 工事説明書」、保証書と共に必ず保管してください。 


国 国 



T10-3 


株式会社 l - il -ミ 


2497002060 











ち < じ 


ををのために必ずお守りください . ]〜4 

使用ずる場所 . 4 

効果面に梗雨ずるために I . 4 

各部のなまえ . 己〜7 

(操作部•表示部のなまえと使いかた） 

使う前の準備 . 8〜10 

Hi 料 について I . 8 

給油のしかた1 . 8〜9 

I 点火前の準備と罹 . 9 

虛笠整11—のセジ—日 . 10 

使用方法 . 1 1-17 

通 常 運転)1 . 11 

巧 て皇扁め調節11 . 12 

I セ~ブ運転 I . 12 

「 女イマ ー 運転のしかた I . 13-14 

. 15 

I 消火後再:焉 灭 ず茜と舌巧蓮 1 1 . 15 

~酒灭夕不号こ面梗。わ 中こ1 . 16 

点火タイマー巧§ 灭"歹?号^と 両方使ラ方 法 1 . I 6 

I 使用上のま意 1 . 17 

を全装置 . 18 

日常の点検.手入れ . 19-21 

就ち点検 . 22 

故障.異常の見分けかたと処置方法 . 22〜24 

部品交換のしかた . 2曰 

保管のしかた(長期間使用しない場音） . 2已 

イ± 様 . 26 

アフターサービス . 27 

据付けについて . 28-29 
































安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危善と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただ<ことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたと舌に生じる危害や損害の程度をなの表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死じ重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性 
び想定される内容を示しています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、「注意」していただ< 内容です。 

o c 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


>説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただ<ための内容び記載されていまず 


么警告 （ WARNING) 


I ★ガソリン厳禁 I 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

か量の混入でを、火がの原因になります。 



喔) 

ガソリン禁止 


I ★給排気筒 トップ 閱そ < 危険1 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないでください。ふさびれているとをは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



0 

禁止 


I ★給排気筒（管，ホース）がれ危険1 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
でくださし、。 

外れていると運転中に排ガスび室內に漏れて、 
危険です。 い, 



0 

禁止 


★巧類の乾燥厳禁 


衣類などの乾燥には使用しないで<ださい。 
衣類び落下して火びつき、火災の原因になりま 
す。 



0 

禁止 


お使いになる前に 


if 









ま全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


★温風 吹出 □をふさ がな。1 

巧類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
がないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 


「★スプレー吿厳禁 




スプレーあやカセツトこんろ用ボンベなどをス 
I -ーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないで < ださい。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発して危険です。 

乃巧 



り】 



意 （ CAUTION) 


[★カーテン、可燃物を接禁止 I 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使巧 
しないでください。毛布やみとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

乂災び発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


[★異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたときは、使用しないでくださ 
い。 

異常燃焼のおそれびありまず。 



0 



0 


給油は、必ず消火してからおこなってください。 
火災のおそれびあります。 


★温風に直接あた 5 ない I 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低溫やけどや、脱水症状になるおそれびありま 
す。 

温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびあります。 


1 

ぶ 

ぃ5 みこ 口 

曲 ピ 


〇 



0 








I ★指や異物を入れを し、 I 

ルーバー(温風吹出 □) や空気取入口の中に、指 
や異物を入れた0しないで<ださい。 

けびや火災のおそれがあります。 


0 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損した5、使用しないでく 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 

I ★電源コ—巧傷めなり 

電源 コー ドに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないでください。また、電源プラ 
グを抜くときは、 コー ドを持って引 
さ抜かないで < ださい。 

電源コードび破損し、乂災や感電の 
原因になります。 


み長朝間使用しな峰田埋欧を抜く] 

長期間使用しないとをは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

乂災やず想しない事故の原因とな0 


分辭禁止 

0 


岳腰をかけをり哟をををを因 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけた0しない 
で< ださい。ス I ブの故障や、やけどのおそ 
れびありまず。ス I -- ブの上に花びんや、水を 
入れたちのなどを置かないでください。水びか 
かると漏電や故障のおそれびあ0まず。 


0 

禁止 


L ★給排気筒巧近の可燃物近接奪互! 

給排気筒トップの近くに、な油や可燃物など引 
火のおそれのあるをのを置かないでください。 
乂災のおそれびあります。 




0 


「★改造使用の禁止1 

改造して使用しないでください。 
また、ス I -ーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださし、。 

乂がや、排ガスび室内に漏れる原因 
とな0、危険です。 


0 


乂災やず想しない事故の原因とな0 
ます。 


電源フラグをおく 


I ★電源プラグは確案に差てをを 1 

電源プラグはコンセントに根元まで 
腺に差し込んでください。 ■■ 

(また' 傷んだプラグやゆるんだコ^ 

\ンセントは使用しないでください。 j 指示 
火災の原因になりまず。 ^ 

城れた手での振き差しはしない I 度 
でください。 0\ k ^ 

感電の原因になります。 \ j ^ 


呂:高！部接触琴よ 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーに手などをふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 



安全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


★電源プラグのお手入れをずる 


とをどきは電源プラグを振を、ほこ 
り（及び金属物)を除ましてください。 
(ほこりや異物びたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 
0ます。 

|1*^^康面た注意] 

ほこ0や、タバコの煙などにより、 

温風吹出□周辺の床面び巧れたり変 
をすることびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使巧すると、変色した0、 

そ0返ることがあ0まずので、熱に 
強いマツトなどをひいて < ださい。 


〇 


故高地(標副日 00 m 切上には優用禁止 I 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

1000 〜 1加 Om の場所では再調整び必要です ので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 


、全 

图 [] 


0 

使用禁止 


A 


八、— 

仿004 


★あ守攝やお年寄りのご使用にま哥 

お子様やお年寄り、体のご不自由な A 
方びお使いになる場合は、やけどな /|\ 
どについて、周囲の人び充分に注意い、 
して < ださい。 


I ★可燃性ガス使用禁止 I 

ストーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスび発生するもの（ガソ U ン、 (X I 
ベンジン、シンナ-)、スフレ-を使 
用しないでください。 使用禁止 

火災や故障の原因になります。 


★マントルピ-如で使用する—場合のま意 I 


このストーブはマントルピース内に 
を据付けでさまずび、工事説明書の (X1 
「据付け場所の選定 I の項をよくお読 
みぃただき、必ず I 標準据付け 例いこ 使用禁止 
従って、適切に据付けてください。 



願い （ NOTICE) 


★な油の廃棄 


♦打油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


圧タカ奉南に使用ず吝たを T こ」 

♦温風の循環や放射熱を妨げるちのびない場所に設置してください。 
参夕 i 気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 
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各部のなまえ 

操作 • 表示部のなまえと使いかた 



■温度表ち ■現在時刻表示 

♦設定温度 •現在の時刻を表示 

1日で〜32でまでの します。 

設定温度を選択で 
さます。 

♦室の温度 
一目で〜3日でまで 
ホぶしぶす 0 


— 

画 

liflH 


点义タイマー迫択 S 义タイ7—ま巧 
タイマー1タイマー2 (30/60/908) 

通煩な時巧 ■ 

通常位 a 

おを切哲 



時刻設定•タイマー選択ボタン 

時刻の設定、タイマーの選巧に使います。 
♦時刻設定の場合 

「時」-「分」のボタンを押して時刻を含わせ 
ます。 （1日、13ページ参照) 

♦タイマー選択の場含 
点火タイマー時刻-消火タイマー時間を選 
択します。 03〜1日ぺージ参照) 


__室温設定つまみ 

デジタル表示部の設定温度表示を見なび6、 
お好みの設定室漏の位置に含わせます。 

(12 ぺージ参照) 


午前•午後表示ランプ 

♦点灯 

デジタル表示 r 時刻」の、午前•午後を表示し 
d 0 


邑度 


温度表示ランプ 

♦点な 

運転を開始ずると点灯し、デジタル表示部は 
室温「で」を表示します。 


デジタル表示部 







運転ランプ 


•速い点滅 
♦渥い点減. 
♦点 灯’ 


•予熱中 
•消火中 
•運転中 


セーブ‘ランプ_ 

♦点灯 

セーブ運転中であることを表示します。 


タイマーランプ 

参点滅 

点火タイマー-消火タイマーの設定中、 
10砂間点滅します。 

♦点打 

点火タイマー.消乂タイマーをセット 
完了ずると点巧し、タイマー運転中で 
あることを表示します。 


設定切替えスイッチ 

— • - - ... • - - - 

参現在時刻のセット （10 ページ参照） 

参点火タイマ ー r タイマー1」 • 「タイ 
マー 2 J のセツトに使用します。 

(13 〜14ページ参照) 


■燃焼中に安全装置で 
消义したと走の表示 
(エラー表示） 

♦自己診断機能により、 
異常時に rff 日」〜 
[巧 た*」 （消火原因） 
を表示します。 

(24 ページ参照） 


運転スイッチ 


•一度巧すと . 「入*」 

♦もう一度巧ずと . r 切里」 

になります。 





■点义タイマー設定 

■消乂タイマー運転 

時刻表示 

時間表示 

♦点乂タイマーを設 

♦消乂タイマーの運 

定するとをに、設 

転時間を表示しま 

定時刻を表示しま 

ず。 

ず。 

(例:現在時刻から 


郎分禮に消火） 

コ□ン 


燃焼モード 

•点灯 

燃焼状態の r 強燃焼」-「中燃焼」-「弱燃焼」に 
応じて点なしまず。 


タイマーボタン_ ^ 

タイマー運転を、開始および解除しまず。 

り3〜14ページ参照) 


セーブポタン 


セーブ運転を、開始および解除しまず。 

(12 ページ参照) 


お使いになる前に 


7 















使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、灯油 （ J 旧1号灯油）を必ず使用してください。 


A 


[★巧ソ U ン厳禁 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

少量の湿入でを、火災の原因になります。 


# 1 1 . 


•ガソリン、シンナーおよびこれらび湿入した打 
油、変質'灯油、汚れた丹油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使巧しないでくださ 
い。 

•'な油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけまず 
主火の気のをいところでおこなってください） 

〇打■油 1 X ガソリン 





濡れたままです。 


すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 J 




0 


* 禁止 


心 


1油タンクに給油ずる。 

I ♦油タンクの給油□ふたをはずし、好油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なび5給油して < ださい。 

★給油の隙は、給油□フィルターを取り去らないでください。 

0 給油の際にこぼれた灯油をふをとる。 

^ ★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
□か6巿販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 

9給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 ] 


女燃焼中に灯油がな<なると消乂しまず。 

このとをデジタル表示部に r ら5 又は rff SJ を表示し、異萬びあったことを知6せます。 

※油タンクに灯油びあるのに ITf 引刻ま SJ び表示するときは、送油経路のつまり、空気たまりび 
考え5れます。このよラなときは目ぺージの 足左ぶ巧！ や「定油面器のリセットボタンのセッ 
卜」を参照して送油経路の点検をしてください。 

•再運転する攝含は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、 r 運輯スイッチ」を一度 r 切」にして 
か5 r 入」にしてくだごい。 













★送油管の途中が 山 おになったり、もつれたりしていますと、送油 
管の中に空気がたまって油が流れないためにス I ブは rsf ,?」 
や「も？ S 」 を表示して消火動作をおこないます。 

このよラなとさはし以下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにミち意してくだをい。） 

①バルブを全閉にずる。 

③ 送油管に山形情低)がないように平らにする。 

感ス I ブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先 
端をバケツなど灯油をた姐ることびできる容器に入れはずれない 
よラに固定する。 

④ バルブを全開にし、送油管か5な油に空気び混じらないが態で連 
続して流れ出ることを確認する。 

注意：バルブを全開にしてち灯油びまったく出ない蠕合は油タン 
クとストーブ本体との落差(約3日帥必數びない場合もあり 
ますので確認-処置して<ださい。 

感確認でをた6バルブを全閉にする。 

⑥ 送油管をス I -ーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にずる。 

感ストーブ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ]回押ず。 
( D ストーブを運転ずる。 


空気 送ミ由管 




バルフ 1 2.5 


J 

ifTl I 

下30も fp 


油タンク 


U セットボタン 


※製品の側面にあります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路(送油管の接続部など)に油漏れびないか確かめて<ださい。 

万一、油漏れしてし巧場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店.営業所に 
ご相談ください。 

- - — — — — .. . - . - 

給気ホース-排気筒接続の確認 

•給気ホース.排気筒び正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスび漏れ 
大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

•ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット 

•本体側面にある定細面器の赤いリセットボタンを、下へ1回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン初めや、本体設置場所を 
変更したとさ、又は巧震自動消火装置び作動したあと再運転ずるとさは、リセット 
ポタンををラー度、押しなおしてください。 

( -お願い- ' 

女リセツトボタンは日砂攻上巧し続けたり、カラーを外して押さないでください 。I 
•定油面器から灯油びあふれたり燃焼び継続しないことがありまず。 





U セット 
ボタン 


お使いになる前に 





使 5 前の準備 


①「設定切替えスイッチ」を「現在時刻」に合わせる。 

現在時刻が午後7時10分の場合 

⑤デジタル表示をみなが目、 r 時」のボタンを押して [ D に 
合わせる。 

■巧し続けると]時間ずつ、連続的に進みまず。 

■件後表示ランスび r 点讯していることを確認します。 

f - - - 

★現在時刻が午前中の場合は件前表示ランプ」び r 点巧 J していること 
を確認して < ださい。 

^ _ __ _ ノ 

③デジタル表示をみなが5、 r 分」のボタンを巧して巧に 
含わせる。 

■巧し続けると1分ずつ、連続的に進みます。 

(4) r 設定切曾えスイッチ」を r 通常位置」にずる。 

■デジタル表示部の時計びスタートし口 □ン」び r 点规しまず。 



★こ①ス I -ーブの操作扉には鍵がついていまず。ストーブを操作するときは、 
附属の鍵で操作扉を開けてか 5 おこなってください。 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント(家庭用 AC 1 00 V ) 
に確実に差し这む。 



♦ストーブに初めて通電したとをや、停電後や、電源プラグを抜いて再通 
電した場合、デジタル表示部はち図のように午後 I ，巧: I 施 I び r 点繳し 
ますので、現在の時刻をセットしてください。 



午を表示ランプ 


操作巧 














使用方法 


点乂（通常運転) 

①油タンクのバルブつまみを r 全開」にする。 


(D r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦このとさ、デジタル表示部の r 時刻」表示が r 温度」表示に変わります。 

参「運転ランプ」び早い「点滅」をし予熱中であることを知らせると同時 
に、「セーブランプ」が r 点好」して、自動的にセーブ運転モードで運 
転します。 

セーブ運転モードについては12ぺージをお読み < ださい。 I 

■約3分後に自動的に点火しまず。 

③ r 運転ランプ」は約9分後に r 点灯」に変わりまず。 

f -お願い-^ 

★ご購入されて初めて使巧されるときに、製品の塗料や加工油などの 
焼けるよラな臭いがずる場合がありまず。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離 
れた巧）を少し開け、半日か61曰程度、「強」運転をしてください。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないた 
め、一回で点火しない場合びありますか5、しば6く待ってか6を 
ラー度点火操作をおこなってください。 

★1 〜2回点火操作をして、点火しなかった攝合、何回を点火しない 
でください。バー ナー 内にな油びたまりまず。販売店にご連絡くだ 
さぃ。 

★室温び設定温度よ0高い場含は、セーブ運転び働いて、燃焼しまは 
ん。但し、室溫び設定温度より低くなりますと自動的に燃焼しまず。 

★点火後約目分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」、又は 伸 燃焼」し 
ます。 

★点乂後 3 分間は、巧流用ファンは回りません。 

★室温び1日で未満の場合は、点火までの時間は約目分になります。 








使用方法 


义力調節（室湿の調節•••運転中にしかでさません) 


①「室温設定つま别を左ちにスライドさせて設定ずる。 

■デジタル表示部の設定温度表示を見なびら、お好みの室温に設定し 
ます。 

★温度設定範囲は、10た〜32でまで設定でさまず。 


女 r 室温設定つまみ」 部に表示されている数字(温度)は、設定ずるとを 
の目安であり、必ずしもデジタル表示とは一致しません。 

♦セツトされた室温にコント□ールするたがに、目動的に r 強」 • r 中」 • 
「弱」 運転をくり返します。 

♦r 燃焼 モード」 が各運転が態を表おします。 

-お願い- 

★室内温度表示は、運転中じ(がは表示しません。 

★温度調節は、対流用フアンの空気取入□近くの溫度を感知しておこ 
ないますので、ス1 -ーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち、 
ストーブの表示温度と室温は一致しません。このよラな場合は、本 
体背面のルームサー 5 スタを、工事説明書の （ルームサ ー S スタの 
配線(移動乃を参照して、適切な位置に巧け曾えてください。 



セーブ運転 


★セーブ運転は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運転ちまで 
ず。 


★セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約2で上昇すると自 
動的に r 消乂」しまず。また設定温盧まで下びると、自動的に r 点义」 
します。 


セーブ運乾を解除する 


⑥ r セーブボタン」を押ず。 

♦ r セープランプ」び「消灯」して、連続運転になります。 


セーブ運転をおこなう 


( Dr セープボタン」を押す。 

♦ r セープランプ」び r 点な」して、セーブ運転を開始しまず。 


















タイマー運転のしかた 


(タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をするときは、10ページに従って、 
時刻含ねせをしてか弓でないと、運転でをません。 


はぶ巧な ぶ巧な巧 

，屈••粒:?1 


♦タイマー点火時刻は、「設定切替えスイッチ」を r タイマー1」および 

「タイマー2」に合わせることで、2つの点火時刻をセットできます。 

♦例えば r タイマー1」は平日の午前日時3日分の点乂。「タイマー2」は 

日曜曰や休日の午前8時の点火などと使い分けると便利です。 

^-- - 

① r 設定切替えスイッチ」を r タイマー1」又は r タイマー2」 
のどち6かの位置に台わせる。 

このとさデジタル表示は午後コ |: IG 日)を表示します。 

午前6時30分にタイマ—点乂したい場合 

( D デジタル表示をみなが引時」のボタンを巧し、に合わ 
せる。 

♦ r 午前表示ランプ」の「点な」を確認します。 

★点乂のセット時刻が午後の場含は、「午後表示ランプ」の r 点灯」を確 
認してください。 

^- J 

③デジタル表示をみなが6「分」のポタンを巧し、巧巧に合 
わせる。 

★分の設をは1日分ごとしかで定ません。 

^---/ 

(4) r 設定切替えスイッチ」を r 通常位劃にずる。 

このとさデジタル表示部は、現在時刻を表示します。 

⑥ r 運転スイツチ」が r 入」になっていることを確認ずる。 

( D 「タイマーボタン」を押ず。 

このとをデジタル表示部に「タイマー]」で設定した時刻び表おされ、 
「タイマーランプ」び10秒間 r 点滅」します。 

(7) r タイマーランプ」の r 点滅」中 (10 砂間)に、「点乂タイマ 
—選択」のボタンを巧して、「タイマー1」または、「夕 
イマー 2」で設定した時刻にデジタル表示部を合わせる。 

「点火タイマー選択」ボタンを巧すと、デジタル表示部は「タイマー 2」 

で設定した点火時刻を表示します。 

をラー度押すとバー表示[--11--]になりまず。さ5にちラー度巧す 
と、「タイマー1」で設定した点火時刻に戻ります。デジタル表示部で 
点义時刻を確認して選んで<ださい。 




巧 M 

さ义タイ 7 —W 巧 X ブイ 7- S 巧 
タイ， - t タイマイ （30/60/ 如分） 
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使いかた 









使用方法 


(8) r タイマーランプ」び r 点好」に変わるとセットび完了。 

このとをデジタル表示部に現在の時刻を表示します。セットでをない塌合は、ちラー度「タイマーボ 
タン」を巧してや0なおして<ださい。 


♦設定してある時刻の10分前になると自動的に点火します。 

女タイマー点乂時刻び設定してない場合は、デジタル表示部に午後 I を表示しますので、⑨ 

か6や0なおして < ださい。 

-お願い- 

女タイマー運転を觸除するとさは、 r 運転スイッチ」 を押して r 切 J にしてください。 

★タイマー点火時刻は、一度設定すれば変更しない限り、 「運転スイッチ」 と 「タイマーボタン」 と 「点 
乂タイマー選択」 のボタンを押すだけで、同一時刻でセットが完了になります。 

(前記13ページの⑥〜衝頂の操作） 

★燃焼中に r タイマーボタン」 を押ずと、タイマー点乂操作をした場合と同じ状態になり、消火して 
点乂タイマー待機状態となります。 

★タイマー設定中に惇電があった場合は、タイマー設定は解隙され、タイマー点乂 B き刻に点义しま 
せん。 

をラー度10ぺージ I 現在時 参! [のセット I に 従って、時刻含わせか6タイマー設定をやりなおして 
<ださい。 

★タイマー点乂時刻を変更ずる場合は、13ページ①〜®に従って含わせなおしてください。 

★点火タイマー運転中の点火時刻の確認は、 「点乂タイマー選択 j のボタンを押すとデジタル表示部 
し表术します。 

★点义タイマー運転をさせてないとさの点火時刻の確認は、 r 設定切替えスイッチ」 を r タイマー1」 
あるいは r タイマー2」 に合わせてください。尚タイマー点火時刻を確認した5、おず r 設定切替え 
スイッチ」 を r 遥常 位圖に戻してくだごし、。 


Ik 




★消火後すぐに再点义すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありまずので、しば5く 
〔約1日分間)待ってか5再点乂してください。 



消乂後再点义ずるとをのを意 


3巧な村幻 ■ 
iim 巧 ■ 


[ TO * タィマ. 
•1!■ タイマー1 


消火後約3分間は巧流用フアンは回転し続けます。その禮自動的に停 
止しまず。 

r 運乾 ランプ J が 消な するまで 電源 プラグを抜かないでください。 

-お願い- 

★ストーブの消乂は電源プラグをコンセントから抜をとったり、スト 
ーブをゆすって消してはいけません。 

★外出ずるとをは、必ず消火してください。 

★長期間留守にするときは、必ず電源を切ってください。 


巧をおな 余巧巧ち 

，广 ,I • f i r 
[ ，し , I •し,ご 


) r 運転スイッチ」を押しなおして r 切」にずる。 

♦「運転ランプ」が遅い「点滅」に変わります。 

•デジタル表示部は、現在の時刻を表示しまず。 


消火 


使いかた 


ぶ 









使用方法 


消义タイマーの使いかた 


消火タイマーは、運転中の現在時刻から何分か溃に、自動消火させる 
消火方法です。 


① r 運転スイッチ」が r 入」であることを確認ずる。 

③「タイマーボタン」を押し、「タイマーランプ」の「点ミ威」 
0日砂間）中に、「点火タイマー選択」ボタンを巧して、 
デジタル表示を r パ‘一表示」日0にずる。 

③ r 消乂タイマー選択」ボタンを押して、デジタル表示を見 
なび6 h • ii 割•医固 •（ Ml (分）のどの時間後の消 
乂にずるか選ぶ。 

•選んだ時間後に自動的に消火します。デジタル表示部は残り燃焼時 
間を]分毎に表示します。 


点乂タイマーと消义タイマーを両方使う方法 


この方法は消火タイマーで消火したあと、再度点火タイマーを使って、 
設定時刻に自動的に点义させる方まです。 


★この方法は、13ぺージ I タイマー運転のしかた I で r タイマー1 J あるい 
は r タイマー 2」に点火時刻を設定してか6でないと操作できません。 

④ r 運転スイッチ J び r 入」であることを確認ずる。 

⑥「タイマーボタン J を押し、「タイマーランプ」の r 点ミ威」 
(10 秒間)中に、「点火タイマー選択」ボタンを押して「夕 
イマー1」または r タイマー2」で設定した時刻に、デジ 
タル表示部を台わせる。 

♦点火タイマーがセットされます。 

⑥ r 消乂タイマー選択」ボタンを押して、巨国•臣巧•信な 
のラちのお好みのタイマー消乂時間を選ぶ。 

♦消火タイマーびセツトされます。 


上記の操作により、消火タイマー設定時間終了後、運転を停止し、夕 
イマー点火待機が態になります。 











使用上の注意 


/!\ミ主意 


★高温部接触禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どみれないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0まず。 


0 

接触禁止 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場含は、給が気筒 
やパッキン部からも排ガスがもれていることが考え5れ危 
検でず。 

使巧ずるのをやめてお買いボめの販売店にご相談ください。 

★ストープや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などをお付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取巧けると排ガスの 
水分が結露しやす<なり、結露水が凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くする原因にをなります。 

★屋外の給排気筒トップが雪に埋ちれたり、結氷していなし、 
か、曰萬点検して<ださい。 


女長期間使用しない場合や、使用期間び終わりました5、必 
ず電源プラグを振いて < ださし、。 

ほこりや巧れがついて発火ずることびあります。 

★このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはス1-ーブび故障することびあ0ます。 
雷び発生した6電源プラグをコンセントか5抜いてくださ 
るとま全です。またストーブをいためることちありません。 

★油性分が多量に飛散する場所では使用しないで < ださし、。 

★ス1-ーブの近<でラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
混入するおそれびあります。 

★使用中、停電や電源プラグび扳けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に 「 ff ご J び表示されまず。このよラな場 
含の再点火は、10〜1日分待ってストーブの本体温度び充分 
下びってからおこなってください。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色が湿じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありまずび異常 
ではありません。 




§ 

0 

禁止 



C 

電源 g グを 


使いかた 







安全装置 


♦ま全装置が作動ずるのは何5かの異常があるとをですから、下記の処置をしても正常にな5ないと 
をは、お買いボめの販売店にご相談ください。 

•まま装置が作動した場合は、 r 運転スイッチ」を巧し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して「入」にして<ださい。（再点火操作） 


まを装置 

はたらさ 

処 置 

巧 震 自動消火装置 

EE S 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約5 iU 上） 

や強い振動、衝撃を受けた攝合、火災などの 
危膜を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場含、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常がないことを確認し 
てか5再点火してください。 

点乂ま全装置 
が，？ 

♦点乂ヒーターなどの赤熱不足による点乂不良。 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底に灯油がたまりま 
ず。たまったな油をふを取 
ってから、ご使用<ださい。 
(販売店にご相談ください） 

停電を全装置 

EE 0 

♦運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてち運乾しません。 1 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されまず。 

★再点火操作をしまず。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 
•巧，？ 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
が，‘,？ 

1 

1 

♦対流用フアンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとさ、また 
はフアンフイルターにほこりびつまった場含 
に、乂災などの危隙を防ぐために燃焼を停止 
します。 

★対流用ファンフィルターの 
ほこりを取り除いてか5、 

再点火操作をします。 

女処置をしてを、繰返し作動 
ずるときは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

ら弓 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、24ページを参照してください。 

わ願い" 

必ずストーブを消乂し、本体 
温度び巧分下びってからおこ 
なって < ださい。 




日常の点検-手入れ 

点検-手入れのときのを意 


女点検•手入れをおこなうと走は、ストーブを消火し、ス I ブが充分;ちえてか 5 手袋をはめて、必 
ず電源プラグを抜いておこなってください。 

女電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


I ★周囲を:!犬態 I 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいをのを置かないよ5にして < ださい。 

参ストーブはいつお清潔に掃除して<ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、スト 
—ブのいたみを早めまず。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物びないよラにしてく ださし、。 

★li^D 

•ス I プについたほこりや汚れは、掃除機で吸 
い取ったり固< しぼった濡れ雑ホなどでふさお 
って< ださい。 

I ★臭気 • ずす 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ツプか5すすが出ていないか確認して < ださし)。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


み適漏れ、適のたまり、ミ由のにじを j 

♦送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれた打油はよくふさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原固をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してか5点火操作をしてください。 

[去送油哥 

♦送油管か5油漏れびないか点検し、亀裂などび 
あれば交換してください。 

•ゴム製送油管は2シーズンに]度は新しい物に 
交換されることをおずずめしまず。 

♦屋列配管をずる場含は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


1箇月に1図獻上 


みのぞき窓 

♦のぞさ窓がすずで巧れてくるよラな場合や、破 
れびある場合は、販売店に相談の上、修理交換 
して < ださい。 


★フア ンフィ ルター 

•ストーブ背面のフアンフィルターを引き上げて 
取り出し、電気掃除機などでほこりを取り除い 
て < ださい。 

♦取りはずしたフアンフィルターはお 
ず元どおり取り付けてください。 
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ス 


向 


使いかた お手入れ•アフタ— 














日常の点検-手入れ 


1箇月に1回な上 


★ ルーノ（一の 掃除] 

♦ルーバーがミちれたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機などでほこりを取り除き、固くしぼっため 
れ雑巾などで巧れをふさ取って<ださい。 


3箇月に1回上 


み油タンク] 

♦給油□フイルターびごみやほこ D で目づまりし 
まずと、給油時に給油口よ0あみれ出たりしま 
す。給油□フイルターを取出して、付着したご 
みやほこ0を取0除いて < ださい。 


シろ西の永] 

♦油タンクに水やごみびたまっているようでした 
5、ドレン振きや、油タンクのストレーナなど 
からたまつた水やごみを取り除いてください。 


★電源プラグ-コンセント 


•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原 
因になることがあります。3箇月に！〜2回電源プラグをコ 
ンセントか5振いて、付着したほこりやミちれを取り除いてく 
ださい。 


★定油面器のストレーナ 



•定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ス I ブの格納 
(シーズンオフ)のとき、次のように灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

霞定油圃器のストレーナの掃除口に容器をあてびっておさ、 

2本のねじをはずして、ストレーナを城をだす。 

③ ストレーナを巧油で洗浄する。 

④ ストレーナををとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふを 
とる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

⑥ 油漏れがあるかないかを点検ずる。 


ドレンネジ 



© 

--リング 


ドレンネジ 


〇 


1シーズンに1回 LU 上 


I ★パッキン 

♦燃焼中、室内ににおいびこをるよラな場含は、 
とくにミ主意して点検してください。 

•燃焼筒とバーナーの接続部、燃焼筒と熱交換 
器の接続部 

• 点火 ヒーターの 取 D 付け部 


I 女点乂ヒーター I 

♦点火ヒーター及びパッキンがちくなり、切れた 
り、すきまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 








^シーズンに 1 回 w 上] 


み燃焼リング、バーナー 

♦燃焼1」ング、バーナーは高温にな D ますので焼損ずることびあ0ます。とさどを点検し、変おや焼損し 
ていた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

I ★給排気筒] 

/ - - N 

ご使用中、においがしたり目がしみる場ちは、給排気筒やパッキン部わ、！5排ガスがもれていることが 

考え5れち険です。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 

V___ J 

♦給排気筒の接続部の列れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定のが態、トップの周固に可燃物がないかなどを、 
ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング（日 U ング)は耐熱性のものですび、2〜3年で炭化す 
ることがあります。ゴムの硬化及び割れなどびある攝合には、においや排ガスびわれるおそれびあり 
まずので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさびっていないか点検してください。 


地震などの災害び発生したときの点検について 


•地麗などにより製品に振動、衝擊が加わったとさは、運防をずる前におず;欠の点検を実施してください。 

I 点検内容 I 

•機器の損傷の点検 ♦給排気筒回 D の外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常がみつかったとをや点検したのちに使用しているとを、排ガスのにおいびした0目がしみる 
場をは、使用を中止して、販売店または別紙の L お客様相談窓 □— 覧」に修理依頼をしてください。 









定期点検 


( 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

参定油面器*ストレーナの掃除 ♦油タンクの水おを 

♦送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた5さ•操作部品.動く部品のはた5さ 

消耗しやすい部品 
の点検■交換 

•点火ヒーター、燃焼リング 

掃除 ■ 点検-整備 

\ 

♦本体内部、フアンフィルタ—、対流用送風機、ブ□アケース（プ□アモーター) 
♦各接続部のパッキン、日 U ング♦給排気筒の接続、つまり ， 


没障-異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を巧頼される前に下表の内容を確認してください< 
下表のよラなが態は故障ではありません。 


初めて使用ずるとを、けむ0やにおいび出る。 

点火後数分間、とをどをがび大さくなる。 
点火-消火時に「キシ S 音」びずる。 

点火してをすぐ温風びでない。 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音が大さい。 

r カチカチ」時計のよラな音びずる。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラす赤 < 赤熱する。 

ときどき黄色い炎びでる。 

セーブ運転でない時でお、自然に火び消えて 
操作しないのに、又点义している。 


_説_ 明_ _ 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるた姐で 
す。 

燃焼部び冷えているたゆです。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部 
び暖まると自動的に出まず。__ 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しば6 
くずると止まります。 

電磁ポンプの運転音でず。 

異常ではありません。 "" 

異常ではありません。 ' 

一時的な不具合で消火した場含な>、自動的に再点 
火させるちので、巽常ではありません。 


(を)送油経路に気泡びたまって、一時的に油が止まっ 
た場合やノ くーナー巧の巧れなどでの消乂。 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、交は 
修理資格者〔刷)日本ち油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2 日 28) でおこなう巧術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社安店•営業所などに点検依頼されることをおずすめしま 
ず。 
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\ 現象 

原因 
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処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
善し込んで<ださい 

停電した 

〇 





固 




停電復帰後点火し直してく 
ださい 

対麗自動消乂装置が 
作動した 






£ 




定油面器の U セツトボタンを押し 
てか 5 再点火操作をしてください 

油タンクに水び入つ 
ている 


〇 

〇 



图 




水混入の巧油をすっかり 
抜いてください 

油タンクに巧油び 
ない 


〇 

け? 




〇 




灯■油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

〇 

〇 






販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 

// 

コント□-ラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 

り 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 


II 

フレーム□ッド不良 






〇 

け? 




II 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




II 

点火ヒーター不良 


〇 








II 

排気筒接続不良 




: 

〇 

E り 





排気筒の接続を確認してく 
ださい 


参この表のは、24ページ[デジタル表示の見方 j を参照してください。 


故障•診断チ I ック表 

★この表 L ソタりこす具含があるとをは、お買ボめの販売店にご相談下さい。 


お手入れ•アフタ I サービス 















故障.異常の見分けかたと処置ち法 


デジタル表示 (エラー 表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場含、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」します 
ので処置をして < ださい。 


エラー 表示 

原 因 

処置方法 1 

EE 0 

♦運転中に電源び切れました。 
♦タイマー点火待機中に電源び切れま 
した。 

(停電安全装置び作動） 

♦電源プラグの差し込みを確認し、再点乂 
操作をしてください。 

EE 夕 

♦運転中に消火しました。 

♦点火安全装置び作動しました。 

♦排気筒びはずれました。 

♦灯油びなくな 0 ました。 

♦巧気筒を点おして接続を確認し、再点乂操作をして 
くだごし)。 

♦原因不明の場合は販売店または別紙のお客様相談窓 
口一？!まで連絡してください。 

國回 

•巧震自動消火装置が作動しました。 

•作動した原因を取り除さ、再点火操作を 
して < ださい。 

图因 

•を油経路の異常です。 

•排気筒の接続不良です。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□一寶 
まで連絡してください。 

画囚 

♦燃焼巧送風機が故障しました。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□一覧 
まで連絡して < ださレ。 

图回 

♦消火操作をしてちなかなか消えない。 

(5 分間け上） 

• P ぶ売店または別祇のお客様相談窓□-覧 
まで連絡してくだごい。 

画因 

♦過熱防止装置が作動しました。 

•本体遍度が巧分下びるのを待って、再点 
火操作をしてください。 

□ H , 

•室温び3目む切上になりました。 

参ルームヴ ー S スタの取り付け位置び 
よくありません。 

♦ルームヴーミスタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させて < ださい。 

□ 囚 

•室温び一1日むな下になりました。 

参ルームサーミスタの不良、断線、ま 
たは配線抜けです。 

♦販売店または別祇のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してください。 

ノ 







部品交換のしかた 


A ま后' 

1去分解優理の禁 里 

故障、破損した5使用しないでください。 



不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 

4 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、燃焼リング、定油面器、点火ヒーター、パッキンなどの 
交換部品びぶ、要な場含は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部扇交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品政がを使用して万一故障や事 
故び発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理はを険でず。修理をお受けになる場合は、財団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う樹牺管理講習含修了者(技由機器技術管理±)などのいる販売店で修理をれることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合） 

•ストーブを保管する場合は、1日べージ 曰常の 点検•手入れの項を参照して、ス I -- ブの手入れを 
してから保管してください。交いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-乂気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをストーブ 
の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよラ配慮してください。 


1 ス I プを長期間使巧しないで保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜去、油タンクの 
パルプを閉めてください。 

2 ス I ブを使巧する季節が終り格納するときは、油タンクの灯油を市販の撒おポンプで全部抜を取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して灯油で洗淨してください。 （班ページ参照） 

. -お願い- . 

油タンクの灯油を抜くときは、送油管のなミ由を完全に巧いてください。灯油が残っていると翌シーズ 

ンに使用ずるとを、つまって灯油が流れなくなりまず。 （9 ページ参照） 

V___^ 

〇ス I ブや油タンクの表面をふいてください。 

d ♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでみくのはおやめください。謹装び変をしたり、危険です。 

4本化にほこりがたま5ないよう、適当なカバーをかけてください。 

5附属品と「取扱説明書」-「工事説明書 J • r 保証書」も紛失しないよう同時に保管して<ださい。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 








型式の呼 g 
種 m 

点乂 方式 
_ m _燃料 
燃 焼 状 態 


燃_料_消費量 
発熱量 
熱 効 率 


暖 


F 燃 料消費量 
^発 熱 量 
3 熱 効 率 
S 鷹房出力 


が 形 寸 法 

. FFA-502SS 

齊 国 FFA-604SS 

一 FFA-1002SS 

電源電圧及び周波数 

. 巧 — ] FFA-502SS 
aE お FFA-604SS 

消費輩力 FFA-1002SS 
給排気筒の型式の呼び 
~ 給排気筒の呼び徑 
給排気筒壁貫通部孔径 
排気 温度 
電流ヒューズ 
安全装置 


FFA - 日日 2 SS ■ FFA -604 SS - FFA -1 002 SS _ 

密閉式石;'由スト-ブ•ポット式•強制給排気お‘強制対流お 

電気点火_ ___ 

灯油 （ JIS 1 号） 

最大 " f 中 


_0.目 L/h _— 

20690 kJ/h 
86 . 6 % 


5.34 kW 


__ 0.67 L/h ____ 

23110 kJ/h 
86 . 6 % 

日. 97 kW 


0.42 L/h 

0.24 L/h 

14490 kJ/h 

: 827日 kJ/h 



3.74 kW I 2.13 kW 


_ 0.469 L/h __ 0.268 L/h __ 

16180 kJ/h 924 日 kJ/h 

86 . 6 % 86 . 6 % 


4.18 kW 2.38 kW 


0.763 L/h _0^36 L/h 

26320 kJ/h _ 15640 kJ/h 

85.7% 85.7% 85.7% 

9.61 kW e.ySkW 3.84 kW 


高さ 69 日 mm ’ 幅 7 目 0 mm •奧行 48 日 mm (置台を含む） 

37.5 kg 

40 kg 

'lOOV 50/日日 Hz - 

最大消費電力 695/695 W (点乂初期に短時間発を）•燃焼時59/51 W _ ~ 

最大消費電力目目5/69日 W (点火初期に短時間発生）•燃焼時8 1/63 W 
FFP -320 

□39 — _ - 

7日〜8日 mm 
260むし U 下 
5 AJ 0 A 

^震自動消火装置 • 点火安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置•燃焼制御装置 
置台り個）•標準給排気筒セット （1 セット）•壁固定金具りセット）•木ねじ （1 本） • 
ゴム製送沿管 （ Im )(1 本）•ホースバンド(ル）に個） 









































アフターサービス 

腫哥 について 

♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

修量を碼砖と量 

♦故障.異常の見分けかたと処置方法牌ぺージ)に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを振いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

参ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

( D 品名 ‘-’ FF 式石油暖房機婚閉式石油ストープ） 

( D 型式の呼び…〔例〕 FFA -502 SS 
感お買上げ年月曰 

® 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示<ださい。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
ます。 

♦保証期間が過ぎているとをは、修理すれば使用でをる場合には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
さます。 

•修理料金は、技術料.部品代.出張料などで構成されています。 

/ ----- 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使用に反し 
て使用された場台の故障、事故につさましては、イ呆証いたしません。 


棉修用性能部品に耳いて I 

★密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

I 転居される場合 I 


♦このス I -ーブは電源周波数5日、郎 Hz とち同一仕様でず。 

女電源周波数の異なつた地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の I お客様相談窓己一屋]までご相談ください。 


/\ 、、 lip 

★分解修理の 禁ぉ 

A 江思 

故障、破損した5使巧しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 分解禁止 


I 故！璋 J 修理夕際の璧絡先 I 

アフターヴービスについてねからない場合は、お貢い求めの販売店、または、もよりの谓 Ml 巧 
一覧 j (別紙参照)までお問い合わせください。 


iSk 


お手入れ•アフタ—ヴービス 









据付けについて 

据付け工事は販売店に依頼する 


•据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、义災予防条例、電気設楠に関する技術基準な 
どの法令の基準がありまず。工事説明書の「を全のために必ずお 
守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相 
談してください。 

マントルピースなど、ス I ブび囲われる場所に設置する場合の 
内部やその周辺は、不燃材料または準不燃材料、あるいは防熱樞 
で仕上げをおこなって<ださい。また、ス1 -- ブは、必ず壁面よ 
り已 cm じ(上手前に出してください。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合のま意 


♦給桃気筒を延長する場合は、3 m 3曲がり LU 下で取付けられる場所を選定してくださし、。 



※は点横手入れのために 
加 cmlU 上離して < ださ 
し、。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさげれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことがありまず。 


据付け後の確認 


参据付けが終りました日、もラー度、工事説明書の r を全のためにおずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを捐 I 認してください。 













1 運転開始手順 

• 8 ぺージの [■使う前の準備 1、11ぺージの > 使用方法 にがって運転させてくださし、。 

2ネリ期運転時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとさ、防錯油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによっ 
てス I ''ー ブから、 約20分間位煙やにおいび出ることびありますび、ご使巧には全く支障はあ0ませ 
ん /。 

♦送油管の途中び山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
ないことびあります。日ページ 巧 i おか ig づ にがって送油管の中の空気を祐いてくだ六い。 

3正常運転の目ま 

•正常運転時のノーナーの炎の色は、黄火びとさどさまじる青炎です。 


消乂の手順 


参15ページ U 肖: ATI に従って消乂操作をしてください。 


試運転 


♦試運転は、販売店交は据付業着とご一緒に必ずおこなってください。 

1 油タンクに灯油び充分入ってお0、油タンク■ス I -ーブ鲁部に油漏れびないかどラかを確かめてくだ 
さい。 

2電源プラグがコンセントにさしこんであるか確認してください。 

〇定油面器の U セットボタンを押してください。 




ぉ願ぃ- 


★ U セツトポタンは5砂政上押し続けたり、カラーをがして押さないでください。 
•定油面器から'な油があみれたり燃焼び継続しないことびあります。 


P 

i 

、 

\リセット 
ボタン 

a 

K 

✓ 

カラー 

ノ 

_ - ノ 


据付け 
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お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

お買上げ年月曰 

年 

巧 

曰 

お買上げ店名 

V 

(電話番号） ( 

) 

— 

J 


株式会社 Hai - ミ 

本 社 お古屋巿瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-腑日日 

TEL 052-822-1144 FAX. 扼 2- 8の-2742 


巧 


i ききききながをなトヨト S は快涅巧 i まの一巧としてこの®®説明 a は巧生巧を法巧しています。 


r-® 


古 jfiK る # lOOWS ま 巧し Tv、tr 







